
（別紙2）選定基準 防災行政情報伝達システム導入業務選定基準表
10

会社概要 本事業を遂行するうえで信頼できる企業であるか。事業に対する意欲はあるか。 5
導入実績 他自治体での導入実績は十分か。 5

60
事業内容の理解度 本事業の目的を理解し、全体を通して基本方針に沿った提案ができているか。 5
運営体制 本事業の遂行に必要な組織、推進体制が構築されているか。 5
システム構成 本事業の趣旨に沿った機器の選定および設計ができているか。 10
スケジュール 本事業の遂行に必要な実現性のあるスケジュールが計画できているか。 5
独自性・創意工夫 独自の工夫や、町に有意義な特徴的な機能が提案できているか。 5
住民説明会 きめ細かな住民説明会の開催方法や内容が提案できているか。 10
屋外拡声器との連携 屋外拡声器との連携が支障なくできる提案ができているか。(仕様書9.13) 10
Jアラート機器との連携 Jアラート機器との連携が支障なくできる提案ができているか。(仕様書9.12) 10

55
基本機能 本事業が要求する連携機能、コンテンツを配信できる機能を備えているか。 5
カスタマイズ性 メニューや機能の変更、追加が容易にできるか。 5

操作のしやすさ
・配信者、受信者ともにわかりやすく、容易に操作できるシステム・アプリになっているか。
・受信者は自ら、受信できる情報を選択することができるか。
・配信者が直感的な操作で配信が行える工夫がされているか。()

15

画面デザイン
・明瞭かつ視認性の高いデザインになっているか。
・災害時に注意を促す画面表示ができるか。(仕様書9.9)
・カラーユニバーサルデザインなど、利用者にやさしいデザインになっているか。

15

災害発生時の動作
・システムのデータセンターの災害対策は施設要件を満たしているか。(仕様書7.1、7.2)
・災害時の通信環境下でも少ない通信量で安定して動作し、遅延なく情報の配信が行えるか。
・配信者は自身のスマートフォン等で、いつでも、どこからでも情報の配信が行えるか。

15

45
基本性能 配信アプリと同等の情報が変わりなく提供できるか。 10
操作のしやすさ 機器操作に不慣れな者にもわかりやすく、操作しやすい端末機であるか。 10
画面デザイン 配信アプリと同等のデザイン、画面に共通性、統一性があるか。(仕様書9.5) 5
機能制限 利用者が端末の設定変更やアプリのインストールができないようになっているか。(仕様書9.5) 5
受信エリア 国内主要3キャリア(docomo,au,SoftBank)のうちいずれかの電波が受信できるか。 10
停電時の動作 停電時でもバッテリーや電池で動作できるか。(仕様書6.1、6.2 ) 5

30

提案金額
上限額を超えていないか。
最低提示価格÷提示価格×10点

10

保守料 10年間保守料評価(最低提示価格÷提示価格）×10点 10
保守体制 最寄りのサポート拠点、技術者の配置など運用サポート体制は十分か。 10

200
採点は絶対評価により、各項目１点単位で行う。

事業実績・運営体制評価

提案書評価

配信アプリ評価

住民用端末評価

保守運用体制評価

合計


